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まえがき

学級づくりは、子どもたちの実態を踏まえた担任教師の学級像をめざし
て、月や学期などを節目とした年間の学級生活のプロセスの中で成就して
いくものである。その場限りの発想や単なる興味・関心だけでは、学級づ
くりはうまくいかない。
学級を一つの組織としてまとめあげていくには、学級の土台となる基盤
的内容をしっかり指導して学級の基礎を築いていくことが大切である。そ
うすることによって、学級に所属した子ども一人ひとりが「この学級にい
ることがうれしい。みんなと学び、活動することが楽しい」と感じられる
ような学級にすることができる。
そこで、本書では学級を一つにまとめる土台となる基盤的内容をどのよ
うに指導したらよいかについて書いてみた。
学級をまとめていくうえで欠かせないのが、「班の指導」と「係の指導」
である。
子どもたちが楽しく充実した学級生活を送るためには、学級内の人間関
係を望ましいものにしていかなければならない。班づくりは、子どもたち
同士の望ましい人間関係を育てるための手立てである。いっしょに活動し
ているうちに、いつしか心がとけあって、「ちょっと気が合わないなあ」
と思っていた子が意外に親切でやさしい子だったということがわかってく
る。班活動を通して一人ひとりのよさを発見し、望ましい人間関係が育っ
てくるのである。そうなれば、学級はしだいにまとまってくるようになる。
係活動は、子どもたちが学級内の仕事を分担処理するために、自分たち
で話し合って係の組織をつくり、全員でいくつかの係に分かれて自主的に
おこなう活動である。どんな係をつくったらよいか、どんな係をつくると
みんなが楽しめるか、どんな係をつくったらみんなの役に立つかなどを話
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し合うことで学級に関心をもたせ、学級をまとめていくことができる。
そこで、本書ではどのように班をつくり、どのように班活動をしたらよ
いか、また、どんな係をつくり、どのように係活動を進めていったらよい
か、その指導のしかたについて書いてみた。
そして、最後に子どもたちをつなげて学級を一つにまとめていくにはど
のようにしたらよいかについても書いてみた。学級づくりは１年間かけて
学級を育て、成長させていく取り組みである。計画的に育てていくことに
よって、子どもたちは所属感や連帯感を高め、学級は一つにまとまってい
く。場当たり的な発想と取り組みでは、学級は育たないし、活気ある学級
にまとまっていかないのである。
本書を読まれた教師のみなさんが、ここに書いてあることを参考にして、
子どもたちが生き生きと活動し、共に助け合って、一つにまとまっていく
ような学級をつくってもらえれば、たいへんうれしい。

最後になったが、本書を書くにあたっては、学陽書房の後藤優幸さん、
根津佳奈子さん、後藤敬子さんにたいへんお世話になった。また、鈴木ほ
たるさんにはすてきなイラストを描いていただいた。あらためてお礼を申
し上げる。

2013 年 2 月 1 日
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1. 学級を一つにまとめる土台をつくろう！ 1

教師の自己紹介を工夫する

学級びらきは、教師と子どもたちが「よし、これから 1年間がんばるぞ」
とおたがいに決意し合う場である。教師は自己紹介をして、子どもたちの
心を引きつけるようにする。その際、子どものころの思い出話（熱中して
いたこと、怒られたこと）をすると子どもたちが親しみをもってくれる。
また、特技があればそれを披露するようにする。

教師は一人ひとりの子どもの氏名を呼び、握手する

学級びらきでは、教師は子どもの氏名を確認するとともに、子どもとの
距離を近づけるように工夫する。一例を紹介してみる。
「○○さん」（ハイ！）「大きな声で返事できたね。○○さんの好きな勉
強は何ですか？」（音楽です）「楽しく勉強しましょうね。よろしくね」と
言って握手をする。

あそびで楽しい雰囲気をつくり、安心感をもたせる

子どもたちは、新しい友だちとの出会いにも不安をもっている。そこで、
あそびをおこなって緊張している子どもたちの心をほぐしながら、人間関
係を少しずつつくっていくようにする。
まずはじめに、「じゃんけん列車」のあそびでいろいろな友だちとじゃ

んけんをする機会をつくる。次に、みんなで一つの輪をつくって顔を見合
わせながら遊ぶようにする。「フルーツバスケット」「ゴロゴロドッスン」
などを繰り返しおこなって子どもたちを楽しませ、安心感をもたせるよう
にする。

学級びらきで
やる気を引き出す
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2. 人間関係を育むすてきな班をつくろう！

班でかたまりになって座る

班の座席の場所をどうするかということは、とても重要である。縦一列
や横一列を班の座席とする方法もあるが、このような座席は授業中に班で
話し合いをしたり、班で給食を食べたりするのに不都合である。
やはり班でかたまりになって座るような座席がよい。すぐに机を向かい
合わせて話し合ったり、作業をしたり、給食を食べたりして交流ができる
からである。

班内の座席を話し合って決める

班で座る指定席が決まったら、指定席のどこに誰が座るかを班の中で話
し合って決める。
はじめは、班の中で気が合う者同士が隣合う席になることがあってもよ
い。しかし、いつまでもそうした決め方ではなく、学び合える座席になる
ように指導する。授業中にわからないことが出てきたら、気軽に隣の子に
たずねたり、教え合ったりできる座席に工夫させる。

班内の座席替えをおこなう

班内のメンバーの交流を深めようとすれば、班替えがあるまでずっと隣
の子が同じというよりも、1週間ごとに隣の子も替わるという方法にした
ほうがよい。また、班の中で意見を出して学び合い、わからないところや
考え方の教え合いをしっかりやろうとすれば、算数、図画工作など教科ご
とに隣の子が替わるという方法にしたほうがよい。一度座席を決めたら、
班替えまで固定したままの座席にするのはよくない。

班内の座席を
工夫する

3
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6. 学級を計画的に育て一つにまとめよう！

自分たちのがんばりに自信をもたせる

学級づくりを進めるときには、赤ちゃんが誕生して育っていく様子を記
録する「生い立ち」の記録と同じように、学級が「いつ」「どんなこと」
に取り組み、「どんな成果」をあげたかを記録していくことが大切である。
学級のあゆみを確かめ合うことによって、自分たちのがんばりや成長に
自信をもつことができるからである。

「がんばりの木」に花を貼り、満開にする

低学年の場合は、4月の初めに学級のあゆみを記録する学級の「がんば
りの木」という掲示物をつくる。この木には、みんなががんばったこと、
みんなが思いきり楽しめたことなど節目になることを花に書き込み、どん
どん貼っていくようにする。1年間を通して記録していくことができるよ
うに、「がんばりの木」にがんばったことや楽しんだことを書いた花を貼
る係をつくっておくと、うまくいく。

「がんばりの木」に花を貼る観点を示す

「がんばりの木」に花を貼るときは、どんなときかを子どもたちにはっ
きりさせておくことが大切である。花を貼る観点は、次の 4つである。
●みんなががんばったとき
●みんなが思いきり楽しめたとき
●みんなで決めた約束をしっかり守れたとき
●みんなが友だちにやさしくでき、仲良くなれたとき

「学級のあゆみ」を
記録する（その1）
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